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1　 は じめに

　数十 日の 時間ス ケー
ル をもつ 季節内振動 （ISO）は熱帯

域で 卓越する 大気現象 で あ り、 ISO の 伝播経路 は 季節性

をもつ （Wang 　and 　Rui，1990）。 北半球冬で はイ ン ド洋 で

発 生 し た ISO は 南半球側 へ 偏 りな が ら東進 し、北半球

夏 は イ ン ド洋か ら北 東進す る。ISO の 伝播経路 は 季節 に

よ っ て 異なる が、ISO に 伴う大気変動は 海面 に 到達す る

太陽放射 や風速変動 に 伴 う海面蒸発 を変調 させ 、降水活

発域 に先行 して 海面水温 （SST ）の 高温偏差 を もた らす こ

とが季節 に 問わ ず共通する こ とが 知 られ て い る 。 ISO の

発達や伝播機構 に お い て 、大気 と海洋の 相互 作 用 の 役割

に 着 目 した モ デ ル 研究が 数多 く行 わ れ て い る 。 そ こ で、

本研究は ISO に伴う SST 変動を海上 風背景場 の役割 に

着目 して 解析 を行 っ た 。

2　 デー
タ と方法

　Masunaga 　and 　L’Ecuyer（2010）をもとに、様々 な衛星

観測 デ
ータ を用 い て 海洋混合層の 熱収支解析 を行 っ た 。

そ し て 、ISO に 伴う海洋混合層の 熱収支 の 時間変化 を

追 跡す る た め に Wheeler 　and 　Hendon （2004）が 提示する

指標 を用 い て コ ン ポ ジ ッ ト解析 を行 っ た 。 空間解像 度

15 °
× L5 °

グリッ ドの 日平均 データ を作成 し 、 解析期間

は 2002 −2009 年の 7 年間、イ ン ド洋 か ら西 部太平洋の 熱

帯 の 東半球上 を解析領域 と した 。 ISO の 伝播経路 の 季節

性 を比較する ため に、北 半球冬 （11月か ら 3 月）と北半

球夏 （5 月か ら 9 月）の季節ご とに解析を行 っ た。

3　結果

　ISO の 降水活 発 域 に 先 行 す る SST の 高温 偏差 は 季節

に よ らず確認 され た 。 海面熱フ ラ ッ ク ス や 海洋表層 の 移

流 、湧 昇 を考慮 した 海洋混合層の 熱収支 コ ン ポ ジ ッ ト解

析 か ら、短波放射 フ ラ ッ ク ス と潜熱 フ ラ ッ クス の 変動が

い ずれ の 季節 に も重要 で ある こ とが確認 され た。短波放

射 フ ラ ッ ク ス は ISO の伝播 に伴 う上層雲 の 雲量変動 で

説明 され る 。 潜熱フ ラ ッ ク ス は ス カ ラ風速変動 に 大きく

支 配 さ れ、そ の 変動 の 空間構造 は領域 依存 が 強い 。 これ

は、ス カ ラ 風速の 変動が ISO に伴 う風 速 偏 差 と背景 風 速

場 の 重 ね 合 わ せ とし て 引き起 こ される こ と に起因す る 。

図 1は ISO に伴う東丐風偏差 と ス カ ラ 風偏差 の 時 間変

化を示す。背景風 の 違 い を比較するた め に 、 背景場が西

（東）風 の 南 （北）Pt　3−9度 の 緯度帯 に 着 目す る 。　ISO に伴
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図 1 対流 活発 期 を原 点 と して経度 （東経 75420度）平

均 した、東西風 （実線）とス カ ラ風 （破線）の相対的な時

間 変 化 （m ！s）。黒 （灰 ）色 線は 南 （北）緯 3−9度 の 緯 度帯

を 示す。

う循環場偏差 は進行方向 に対応す る東側 で は東風偏差 を

伴うた め、背景場 が 西 風 で ある と き、ス カ ラ 風速が弱化

す る 。
ス カ ラ風 速 と潜熱 フ ラ ッ ク ス の 減少 は、降水不活

発期 の 短波放射 フ ラ ッ ク ス 増加 と協調 し、ISO の 降水活

発期 に 先行する SST の 高温偏差 を形成 す る 。

一
方、背景

場が 東風 の 場合は、東風偏差 は ス カ ラ風速 と潜熱 フ ラ ッ

ク ス の 強化 を もた ら し、短波放射 の 増加 と相殺 し て SST

の 先行伝播が起 こ らない 。

　こ の よ うな緯度帯 に よる違 い は、北半球夏 で も同様 に

確認 され た。背景場が西風 となる 領域 は、北半球冬で は

南半球側 の 赤道直下、北半球夏 は 赤道 以北 の イ ン ド洋に

限定 さ れ る 。 ま た、北半球 夏 の ISO に先行す る SST の

高温偏差 の 北 進 に つ い て は、南北風 の 背景場 も重要 で あ

る こ とが わ か っ た 。 以 上 の 結果は、海上 風 背景場 の 地 理

的分布が ISO に 伴う SST 偏差の 伝播特性 に おい て 本質

的 に 重要で あ る可能性を示唆す る。
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